
川村学園女子大学附属保育園

１　保育目標

　　感謝の心を持つ子ども

　　心豊かな子どもの

　　生きる力を持つ子ども

２　本年度の重点

　〇 周囲の人たちとの関わり、交流を楽しむ中で思いやりや慈しみの気持ちを培う

　〇 安心できる生活環境のなかで、生活習慣の自立に向けた力を培う

　〇 自分の考えや思いを表現し主体的に活動する力を培う

　〇 保護者との「共育て、共育ち」意識を大切に、地域のなかで必要とされる園をめざす

３　評価表

＊評価基準（A:十分達成している　B：おおむね達成している　C：やや不十分である　D：不十分である）

領域 評価項目 評価の観点 評価 成果と課題

①組織運営 ・建学の精神・教育方針

・職務分掌組織

・職員会議等の運営

②研究・研修 ・研究組織、計画

・保育改善への取組

・研修会への参加

③保健・安全管理 ・保健計画、安全計画

・安全点検

・緊急時の対応

④情報管理・施設設備管理 ・個人情報の管理保護

・施設設備の管理

・施設の有効活用

⑤一貫教育 ・保育公開の実施

・保育園情報の発信

・大学との連携
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成果：運営方針を共有しつつ、各職員が業
　　　務推進に努め、組織力の向上に努め
　　　てきた。
課題：今後も良質な組織運営が展開できる
　　　よう意見交換できる場づくりに努め
　　　ていく。

成果：園内外の研修に参加できる体制の構
　　　築を図り職員一人ひとりが保育の質
　　　を向上できるように努めた。
課題：外部研修の成果を周知し合える機会
　　　の確保に努め、学び合いの風土が広
　　　がるようにする。

成果：日々保健衛生環境整備に努め、健康
　　　で安心・安全に過ごせるよう努め
　　　た。警察や消防署の協力を得て、防
　　　災や不審者対応訓練を経験できた。
課題：健康で安全安心に園生活を送れるよ
　　　う更なる工夫に努める。

成果：日々及び毎月の点検作業を行うとと
　　　もに、迅速な修繕・改修対応に努め
　　　安全安心な保育運営ができた。
課題：今後も常に園児の活動の安全安心の
　　　ため、細心の注意を払い、日々の保
　　　育を行う。

成果：幼児教育学科教員と協働研究に取り
　　　組み研究成果を1冊の本にまとめた。
　　　地域関係者も交え公開保育を実施し
　　　普段の様子を参観いただく。
課題：大学教員の協力を行う活動の安定継
　　　続と相互理解が深まる機会づくり。
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領域 評価項目 評価の観点 評価 成果と課題

⑥保育目標・保育計画 ・保育目標の周知

・保育計画の作成

・保育活動の評価

⑦保育の援助・指導 ・援助・指導計画の立案

・援助・指導方法の工夫改善

・評価、評定の工夫

⑧三位一体の保育・教育 ・保護者との連携

・子ども理解

・コミュニケーション

⑨防災教育 ・指導計画の立案

・避難訓練等の実施

・伝達システム

⑩給食・食育活動等 ・安心安全への対応

・アレルギー対策

・環境衛生の管理

⑪地域支援 ・一時預かり事業の運営

・子育て支援センターの運営

４　総合評価

この１年は、職員間で園の良さや特徴を共有し、保育を展開できたことを実感できた。

（リズム運動遊び　体操集会　課外教育活動(英語・造形・運動・音楽・茶道）　自然体験活動　食育活動　等）

を表現でき、またそれが形となって展開できる遊びを経験するなかで、子どもたちは自己肯定感を育み自信

　＊子どもを中心に保護者との連携を図ってきた１年であったが、大きな苦情もなく園理解を深めていただくなか

で園運営を行えたことは大きな喜びである。

５　来年度の改善策

　＊保育園隣りの貯水地を整備し、活用できる空間づくりをする。
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成果：保護者会や毎月の園だよりなどで、
　　　保護者へ伝え、理解を得ながら、園
　　　児の状態に応じた計画づくりができ
　　　た。
課題：多様な遊びを経験する中で園児が主
　　　体的に成長できる計画展開を図る。

成果：園児一人ひとりの発達を見極め、適
　　　切に関わり、園児が不安がなく元気
　　　に過ごせる援助や指導に努めた。
課題：子どものできることに目を向け、広
　　　い視野を持って援助・指導する。

成果：送迎時や連絡帳での伝達、個人面談
　　　や保育参観などの機会を通し、子ど
　　　もの様子を共有できた。
課題：保護者と園の協働体制を強固なもの
　　　となり、相互に忌憚なく意見交換で
　　　きる保育園をめざす。

成果：毎月いろいろなシチュエーションを
　　　想定し避難訓練を実施した。９月に
　　　は洪水を想定し、大学まで訓練を行
　　　った。
課題：業務継続(BCP)計画の周知に努め、
　　　災害時に備えた心構えを共有する。

成果：安全な給食提供を実施するなかで、
　　　子どもたちは、楽しく食べることを
　　　経験できている。多様な食育活動を
　　　通し食への興味・関心が高まる。
課題：楽しく食べる中で食事のマナーを知
　　　らせていく。

成果：体制を整え一時預かりを実施する。
　　　子育て支援センターには、毎日多く
　　　の親子が来館、園児と交流する。
課題：一時預かりの受け入れ率を上げる工
　　　夫が必要。

＊保育所保育指針の改定とともに保育に対する考えを見直し「子ども主体の保育」になるよう努めてきた数年。

＊乳児期に安心できる環境のなかで生活し興味関心を膨らませた子どもたちが、幼児期になり自身の思いや考え

　をもち生活する様子を顕著に感じた一年でもあった。

＊子どもは勿論保護者や職員も「楽しい」と思える保育展開を継続する。

＊一時預かり事業の充実を図る。


